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石
神
兼
文
先
生
は
、
本
年
一
月
二
日
を
以
て
、
鹿
児
島
大
学
長
を
任
期
満
了
に
よ
り
退
職
さ
れ
た
。

　
先
生
は
、
昭
和
一
五
年
三
月
東
京
帝
国
大
学
法
学
部
政
治
学
科
を
卒
業
さ
れ
、
大
日
本
航
空
、
兵
役
、
鹿
児
島
県
立
二
中
を
経
て
、
昭
和
二

五
年
一
〇
月
、
戦
後
新
制
大
学
と
し
て
発
足
間
も
な
い
鹿
児
島
大
学
に
赴
任
さ
れ
た
。
爾
来
三
六
年
余
に
わ
た
り
、
一
貫
し
て
鹿
児
島
大
学
に

奉
職
さ
れ
、
文
理
学
部
助
手
、
講
師
、
助
教
授
、
法
文
学
部
助
教
授
を
経
て
、
法
文
学
部
教
授
に
な
ら
れ
、
併
せ
て
大
学
院
法
学
研
究
科
教
授

と
し
て
、
民
法
学
の
研
究
・
教
育
に
従
事
さ
れ
た
。
そ
の
間
、
学
生
課
長
、
評
議
員
、
法
文
学
部
長
、
更
に
は
学
長
を
歴
任
さ
れ
、
本
学
部
及

び
鹿
児
島
大
学
の
拡
充
・
発
展
に
尽
痒
さ
れ
、
多
大
の
功
績
を
残
さ
れ
た
。

　
先
生
の
御
専
門
は
民
法
学
、
殊
に
財
産
法
の
分
野
で
、
主
と
し
て
建
築
請
負
契
約
及
び
不
動
産
賃
借
権
に
関
す
る
論
文
及
び
判
例
評
釈
を
多

数
発
表
さ
れ
、
学
界
に
多
大
の
貢
献
を
さ
れ
た
。
他
方
、
家
族
法
の
分
野
に
お
い
て
は
、
昭
和
二
七
年
、
当
時
東
北
大
学
教
授
で
家
族
法
の
権

威
中
川
善
之
助
教
授
と
と
も
に
、
「
鹿
児
島
県
に
お
け
る
末
子
相
続
」
の
実
態
を
調
査
さ
れ
、
同
名
の
論
文
そ
の
一
（
昭
和
二
八
年
）
及
び
そ

の
二
（
昭
和
三
八
年
）
を
発
表
さ
れ
、
学
界
に
不
朽
の
業
績
を
残
さ
れ
た
。

　
本
論
文
集
に
収
め
ら
れ
て
い
る
先
生
の
最
終
講
義
「
法
と
人
生
」
に
お
い
て
は
、
御
専
門
の
民
法
の
中
か
ら
卑
近
な
例
を
上
げ
つ
つ
、
法
学

界
永
遠
の
ア
ポ
リ
ア
、
自
然
法
主
義
と
法
実
証
主
義
延
い
て
は
正
義
と
合
目
的
性
に
つ
い
て
鋭
い
分
析
を
さ
れ
、
そ
の
得
失
を
論
じ
て
お
ら
れ

る
。
ま
さ
し
く
こ
の
最
終
講
義
の
中
に
、
先
生
の
学
問
と
人
格
が
渾
然
一
体
と
な
っ
て
凝
縮
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
先
生
は
温
厚
に
し
て
円
満
且
つ
柔
軟
な
性
格
の
持
ち
主
で
、
人
望
厚
く
、
多
く
の
人
に
推
さ
れ
、
自
然
の
流
れ
の
如
く
、
学
部
長
、
学
長
を

歴
任
さ
れ
た
。

　
殊
に
、
特
筆
す
べ
き
は
、
昭
和
四
〇
年
四
月
文
理
学
部
改
組
に
よ
り
法
文
学
部
が
発
足
す
る
に
当
た
っ
て
、
法
学
科
の
設
置
、
充
実
に
寄
与

さ
れ
た
外
、
昭
和
四
八
年
四
月
よ
り
三
期
六
年
間
法
文
学
部
長
を
勤
め
ら
れ
、
本
学
部
の
拡
充
、
発
展
に
心
血
を
注
が
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
学
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部
長
に
就
任
さ
れ
た
翌
年
一
一
月
よ
り
三
次
に
わ
た
っ
て
学
部
将
来
計
画
研
究
委
員
会
を
、
次
い
で
同
五
二
年
一
一
月
よ
り
大
学
院
問
題
研
究

委
員
会
を
設
置
・
推
進
さ
れ
、
遂
に
、
昭
和
五
四
年
四
月
に
、
大
学
院
法
学
研
究
科
修
士
課
程
と
文
学
科
改
組
に
よ
る
人
文
学
科
の
実
現
を
み

る
に
至
っ
た
。
こ
れ
は
、
ひ
と
え
に
先
生
の
指
導
力
の
賜
物
で
あ
り
、
委
員
会
に
加
わ
っ
た
者
の
一
人
と
し
て
感
慨
無
量
な
る
も
の
が
あ
る
。

こ
の
時
期
、
法
文
学
部
は
飛
躍
的
な
発
展
を
遂
げ
た
と
い
え
よ
う
。

　
引
き
続
い
て
、
先
生
は
、
学
内
の
圧
倒
的
支
持
を
得
て
、
昭
和
五
六
年
一
月
二
百
第
一
〇
代
鹿
児
島
大
学
長
に
就
任
さ
れ
、
爾
来
二
期
六

年
間
、
全
学
的
な
立
場
か
ら
、
鹿
児
島
大
学
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
。
こ
の
間
、
南
方
海
域
研
究
セ
ン
タ
ー
、
大
学
院
歯
学
研
究
科
博
士
課

程
、
同
人
文
科
学
研
究
科
修
士
課
程
及
び
医
療
技
術
短
期
大
学
部
の
創
設
に
尽
力
さ
れ
た
外
、
特
に
、
国
際
交
流
に
意
を
用
い
ら
れ
、
サ
ウ
ス

カ
ロ
ラ
イ
ナ
大
学
（
米
）
、
南
太
平
洋
大
学
（
フ
ィ
ジ
ー
）
、
ボ
ゴ
ー
ル
農
科
大
学
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）
、
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
（
米
）
、
ビ
ク

ト
リ
ア
大
学
（
カ
ナ
ダ
）
及
び
湘
潭
大
学
（
中
国
）
と
交
流
協
定
を
締
結
さ
れ
た
。
殊
に
、
隣
国
中
国
の
湘
潭
大
学
と
の
交
流
協
定
は
、
全
学

的
な
規
模
の
も
の
で
、
早
速
教
官
・
学
生
の
交
流
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
国
際
的
学
術
交
流
の
飛
躍
的
増
大
が
可
能
に
な
っ
た
の

は
、
先
生
が
特
に
力
を
入
れ
て
推
進
さ
れ
た
鹿
児
島
大
学
援
助
会
の
二
億
円
基
金
の
お
陰
で
あ
り
、
先
生
の
御
尽
力
の
賜
物
と
い
え
よ
う
。
こ

の
基
金
か
ら
は
、
学
内
に
お
け
る
教
育
研
究
活
動
の
み
な
ら
ず
施
設
・
設
備
の
整
備
充
実
等
に
対
し
て
も
効
率
的
な
援
助
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
他
方
、
先
生
は
、
学
外
に
お
い
て
も
活
躍
さ
れ
、
鹿
児
島
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
、
地
方
労
働
委
員
会
公
益
委
員
、
土
地
収
用
委
員
会

委
員
、
鹿
児
島
市
公
平
委
員
会
委
員
長
、
鹿
児
島
地
方
裁
判
所
及
び
簡
易
裁
判
所
民
事
調
停
委
員
並
び
に
家
庭
裁
判
所
家
事
調
停
委
員
等
の
要

職
を
歴
任
さ
れ
、
地
域
社
会
に
多
大
の
貢
献
を
さ
れ
た
。

　
わ
れ
わ
れ
一
同
、
か
く
の
如
く
学
内
外
に
お
い
て
縦
横
に
活
躍
さ
れ
、
多
大
の
功
績
を
残
さ
れ
た
先
生
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
、
か
つ
又
、
今
後

一
層
の
御
壮
健
を
祈
念
し
つ
つ
、
こ
の
さ
さ
や
か
な
論
文
集
を
衷
心
よ
り
献
呈
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
昭
和
六
十
二
年
秋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
学
科
主
任
中
村
雅
麿
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